
令和４年度第２回公立大学法人滋賀県立大学教育研究評議会 議事録 

 

日時・場所： 令和４年５月 10 日（火）13：30～14：45  教授会室 

出 席 者 ： 廣川理事長（議長）、宮川副理事長、山根理事、安原理事、髙橋理事、 

井手環境科学研究院長、南川先端工学研究院長、棚瀬人間文化学研究院長、 

伊丹人間看護学研究院長、村上環境科学部長、徳満工学部長、 

京樂人間文化学部長、糸島人間看護学部長、八里事務局次長、遠山委員、 

森委員、矢吹委員 

事 務 局 ： 山田総務課長、髙木財務課長、寺村経営企画課長、川分学生・就職支援課長、 

郡田教務課長、山中地域連携・研究支援課長、出口高等専門学校開設準備室長、 

前田課長補佐、藤居主幹 

 

 議事に先立ち、森委員への辞令交付があった。 

  

 令和４年度第１回公立大学法人滋賀県立大学教育研究評議会議事録（案）について、審議

事項２「教育評議会からの理事長選考会議委員の選出について」の令和４年度の学内委員の

記載および記載内容が分かりづらいとの指摘があり、事務局で修正することとなった。 

 

今回から教育研究評議会の職に就任する森委員から就任のあいさつがあった。 

 

議  題 

 

審議事項 
 
  １ 「公立大学法人滋賀県立大学研究活動上の不正行為防止計画」の改正について 

   山中地域連携・研究支援課長から資料に基づき説明があり、審議の結果、研究データや研

究ノートの保存等に係る責任体制について、再検討することとなった。 

なお、修正案については、書面審議とすることで承認された。 

 

２ 公立大学法人滋賀県立大学病原体等安全管理規程の制定について 

      安原研究・評価担当理事から資料に基づき説明があり、審議の結果、原案のとおり承認さ

れた。 

 

３ 公立大学法人滋賀県立大学研究推進委員会規程の改正について 

    安原研究・評価担当理事から資料に基づき説明があり、審議の結果、原案のとおり承認さ

れた。 

[主な意見・質疑等] 

  ・病原体等使用実験に係る専門委員会を研究推進委員会内に設置することについて、専門委

員の構成メンバーは誰になるのか。 

   →設置要綱は別途作成するが、現在のところ遺伝子組換え実験安全委員会と同じメンバー

が兼任し、会議も同じ日に実施することで負担軽減を図ることとしている。 

 

４ 認証評価受審にかかる点検評価ポートフォリオ（案）について 

    寺村経営企画課長より資料に基づき説明があり、審議の結果、原案のとおり承認された。 

[主な意見・質疑等] 

  ・大学院について、文系分野の収容定員が満されていないことについて、指摘されないか。 



   →大学として、定員確保に苦慮していると認識していることを示し、入試を秋と冬にそれ

ぞれ実施するなど、定員確保に向けて取り組んでいることを示し理解を得たい。 

    
 
報告事項 
 

１ 令和３年度計画の実績評価（素案）にかかる学内意見募集について 

寺村経営企画課長より資料に基づき説明があり、学内の意見を集約し、５月から６月にか

けて開催される内部質保証推進委員会、次回の教育研究評議会、経営協議会、役員会での審

議を経て、６月末に滋賀県公立大学法人評価委員会に提出したいとの報告があった。 

 

２ 令和４年度科学研究費助成事業の応募申請・採択の結果について 

      山中地域連携・研究支援課長より資料に基づき報告があった。 

[主な意見・質疑等] 

・申請件数が減ってきていることが気になる。その対応は何か行っているのか。 

    →申請に関する講習会を行うことなどを考えている。 

・申請件数が減ってきているのは、申請期間が短くなり、かつコロナの影響により研究が

進まなかったことなどが理由として考えられるが、申請に向けた準備を早期に着手する

よう呼びかけるなど検討したい。 

 

８ 各委員会の結果の概要について 

 （１）令和４年度第１回衛生委員会 

（２）令和４年度第１回国際交流委員会 

（３）令和４年度第１回研究推進委員会 
 
 


